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様式７別紙  

論文内容の要旨及び論文審査の結果の要旨 

論文題目：古墳時代棺槨の系譜と展開 

 学位申請者 岡林 孝作 

 論文審査担当者 

  主査 大阪大学教授    福永 伸哉 

  副査 大阪大学教授    高橋 照彦 

  副査 大阪大学教授    荒川 正晴 

【論文内容の要旨】 

 西暦３世紀半ばから７世紀の 350 年間にわたる古墳時代は、古墳の築造及びそこで挙行される葬送儀礼を通じ

て、集団内部及び集団間の政治的、社会的秩序が表示される時代であった。本論文は、その古墳において最も重

要な、被葬者の遺骸を収容する「棺槨」を取り上げ、多様な構造を詳細に整理・分析するとともに、東アジアの

墓制の動向にも目配りをしながら、古墳時代の棺槨の系譜と展開を考察したものである。なお、ここでいう棺槨

とは、被葬者の遺骸を直接収容する棺と、その棺を埋置するために墳丘内に構築される埋葬施設を一体的に呼称

するものである。論文は８章からなる本論に序章と終章を加えた構成で、分量は 400 字詰原稿用紙換算で約 1200

枚、図表 134 点である。 

 本論文の目的と用語の整理を示した序章に続いて、第１章から第７章においては、数少ない実物遺存例や土層

観察などの発掘調査情報を駆使しながら、棺の全体構造、用材選択、細部構造と機能の関係、緊結金具を用いる

棺の実態、外郭施設となる槨の構造など、多岐にわたる諸属性について分析と考察を行った。 

 第１章では、全体像が判明する程度に材が遺存した出土木棺の情報を集成して厳密な資料的吟味を行い、木棺

を刳抜式、組合式、釘付式の３者に大別するとともに、さらに細部構造の違いにより合計８類型を設定し、それ

らの成立と変遷の過程を詳細に論じた。 

第２章では、木棺の棺材樹種の情報を全国的に集成し、近畿ではコウヤマキ、東日本にはスギやヒノキが主流

を占めるという地域性を明瞭にした上で、コウヤマキ地域圏では他樹種の棺が下位階層の棺に用いられる傾向が

あるといった用材の階層性の存在を指摘した。 

 第３章では、有力古墳に用いられる長大な木棺の小口部分の構造や仕切り板による空間分割の状況を検討した。

そして、古墳前期には遺体を物理的にも観念的にも密封する意図が強く働いていたと理解し、そこに葬送観念に

おける中国的な思想の影響を読み取った。 

 第４章、第５章では、棺の組み立てに鎹や釘などの緊結金具を用いた木棺を取り上げ、金具に残る木目痕跡な

どを手がかりにして木棺構造を復元するとともに、そうした金具が先行して存在する朝鮮半島からの影響を推定

した。とくに岡林氏が「釘付式木棺」と命名した棺については、初期横穴式石室との関係を重視して、直接には

百済地域からの波及を指摘した。 



 第６章、第７章では、棺の外郭施設としての「槨」の形成過程という視点から、弥生時代の木槨から古墳時代

の竪穴式石室への変化を、構造や形態の推移に力点を置きながら説得的に論述した。すなわち、岡山県楯築墳丘

墓を典型例とする弥生後期後半の木槨を基盤として、槨の大型化、部材の石材化指向などの結果、古墳時代初頭

に奈良県ホケノ山古墳に見られるような大型の「石囲い木槨」が誕生し、これを祖形として竪穴式石室が成立・

発展したと見る理解である。 

 第８章では、古墳時代の棺槨成立の背景を視野に入れつつ、中国漢代から南北朝期を中心に、東アジアにおけ

る棺槨の形成、変遷過程、墓葬に表れた死生観などを整理した。 

 以上の分析、検討を総括した終章においては、木槨の出現から竪穴式石室、粘土槨、横穴式石室へと至る古墳

時代棺槨の成立と展開を体系的に提示した。そして、古墳前期における棺槨成立には、深い竪穴墓坑と堅牢な木

槨によって遺体を強固に保護するという中国的な思想の影響が認められることを指摘し、「中国的な葬送イデオロ

ギーの古墳的な表現」と述べて、東アジアにおける日本の棺槨の成立と意義について評価した。 

【論文審査の結果の要旨】 

 社会の莫大なエネルギーを投入して築造された古墳は、当時の階層関係、地域関係、政治関係など多くの情報

を有しており、日本の原始古代研究においてはつねに主要な対象となってきた。しかし、その古墳の遺骸を収容

した「棺」やそれを覆う「槨」の研究は、遺存例の少なさもあって銅鏡や武器武具などの副葬品研究に比べて相

対的に立ち後れていた。こうした状況の中で、古墳時代の多様な木棺を網羅的に分析対象とし、槨を含めた構造・

系譜・展開を明確にした本論文は、棺槨にかんする初の体系的な専論というべき成果であり、その独創性がまず

特筆される。 

 酸性土壌で有機物が滅失しやすく、実物の棺槨資料がきわめて限られるという条件の中で、自身の発掘調査で

の精密な土層観察や、他者の調査報告書の精緻な読み込みと合理的な解釈によって、腐朽した棺槨の構造を見事

に復元していった作業からは、岡林氏の高いレベルの考古学的分析力がうかがえる。 

 本論文は、そうして明らかにした弥生後期の木槨から古墳前期の竪穴式石室への推移、長大な木棺の構造や機

能、鎹や釘などの緊結金具を用いた木棺の実態等を、時系列に沿った展開過程に整理して提示しており、体系性

も十分である。 

 さらに、東アジアの棺槨の状況に目配りすることによって、古墳時代棺槨の成立における外来的影響を見いだ

した点も、本論文の視野の広さを示すものとして評価できる。 

 ただ、労作に値する本論文にもなお改善を要する部分が見受けられる。たとえば、棺槨の実態を的確に捉えて

いる割には、その差異や変化の背景にかんする考察が不十分な点や、棺槨の構造を機能面から説明することに重

点を置いて、形態が持つシンボリックな側面が軽視されがちになっている点などは、その一例である。また、棺

槨の成立に中国的な思想の影響が認められるとする場合、受容する倭人の側がいかなる観念を「中国的」と認識

したのかなど、最新の中国側の研究状況も踏まえた、いま少し周到な検討が望まれるところである。 

 とはいえ、全形のわかる遺存資料がきわめて少ない古墳時代の棺槨の構造について、発掘調査情報の精緻な検

討に基づいて復元し、その成立と展開を初めて体系的に提示した本論文は、古墳時代研究に新たな地平を切り開

く大きな意義を有している。よって、本論文が博士（文学）の学位を授与するにふさわしいものと認定する。 


